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幻のループ線が
「あったァーH」
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に描かれているのを発見 したのだ。

ループ線は,知 っての とお り全国に 6ヵ 所あるが, 7ヵ

所 目を建設中(もちろん御 多分に もれず,一連の事情によっ

て,現在は工事'東結中)との話は聞いたことがなかった, こ

れは本当にループなのか, ミスプ リン トなのか。確かめ る

としたら, どこへ, なん と言って聞いたらよいのか.

いろいろ考えてみたものの,出 しぬけに「ここにループ線

あ りますかァーJと聞 くIrLずか しさと,め ん どうくささで,

ついついほ うったままになっていた.

近鉄 とJRを 乗 り継いで奈良県五條市へ向かったのは,

6月 の初めであった。男U表82の言1画は, この五條市か ら和

歌山県新宮市へ抜ける
｀
紀伊半島縦断鉄道、とも言える長大

なルー トで,地 元の人は今でも,そ れを「五新鉄道Jと呼ん

でいた。

そこへ行 くにあたっては, 2万 5千 分の 1地 図 4枚 を購

入 し,大 ざっばにではあるがループ線の有無 を予想 してみ

た.五 新鉄道の工事は,す でに途中の城戸 まで路盤が完成

し,｀ずっとそのままにな りそ うな,仮 営業(?)、の形で J

利 ~¬ 話∵ゴ■ .

l  k・
・
紀F f17肇11憑

「二宮書店 現代地図帳三訂版」から縮小 して転載

◎アンダーラインは2次予選通過/太字は3次予選通過作品(他は1次のみ通過)

●越美南線ふたたび (河村 誠 )● 飛瞬路汽車旅 (新島清澄)● 函

館へ (佐藤信廣)● くらしき従業員街道 (平野修一)● 筒石への小

さな旅 (竹山 武 )● 港の線路を探 して… (中本 弘、)● 終着駅だ

けカヤの外 (平野修―)● 奈良県西吉野山中に幻のループ線が 「あ

ったァー!!」(根岸浩―)● 東京―富士五湖乗 りくらべ (平野雅也)
●私の帰省旅行―― JRで の信濃路 (川久保克彦)● 急行みささ号

(今中賢―)● 陰陽連絡急行みささ (一谷和郎)● 仙台駅 (吉ロニ

郎)● 」R東 海横断列車 東へ !(大 塚宏紀)0野 岩羽線はいま (普

門一彰)0筑 豊遺跡め ぐり (角谷佳紀)● ドイツ最北の鉄道を訪ね

て (永野晴樹)● KSラ ス トサマー トラベル (谷杉 淳 )● 関ヶ原

鉄道絵巻 (平手利松 /細 川正義)● 客車列車は旅の味(紅林奈美夫)
●小さな電車の小さな旅 (大熊洋一)● ビジネスエ クスプレス 「り

ょうもうJイ ンと一ぶ (内藤則孝)● 通い馴れた道いつ までも (中

村哲也)●                ● 千葉の親方 E電 再

点検 (竹次 徹 )0新 線を待つ人と待たない人 (川辺隆之)● 子が

●上越国境晩秋 (小林克己)● 山陰西

線のんびり道中9時間半 (山中降司)● 輝くゴールデンライン (下
条徹司)● 富士急行を訪ねて (山田 亮 )0も うひとつの日本海縦

貫線「山陰本線」を訪ねて (西村浩一)● 山野終に魅せられて (長谷

川武士)● チンチン電車禾皇記 (互!利 範)● 汽車旅症候群 with

E・Eき っぷ (千葉 茂 )● 夏の道東ひとり旅 (高森啓介)0ロ ーカ
ル私鉄を旅する (高村1真一)0岡 山臨港鉄道回想オリエンテーショ
ン (谷杉 淳 )● 最後になるオ 1次特定地交線 (内藤靖夫)0天 竜

を駆ける (高杉和秀)0小 海線夏四題 (滝 渡 )● 築港線はどこへ

いく (北井隆雄)● 706レ急行「だいせん」来車記 (片上正己)● 福知

山線軽快旅情 (後藤茂樹)● 広電アルバイト車掌かく闘えり (山田

敦)● 袋小路最後の春 津 軽半島のんびり紀行 (宇田川忠俊)● 富
士山の逆襲 (大山寿一)● 丹後の特定地交線 (松井堅治)● 姫路か

ら京都へ (和田匡自)● 朝霞―池袋―西神田通勤電車
'87年夏(飛田

光一)● 中国海抜最高的鉄路―青蔵線507次の旅 (宮川 菫)● ワン
マン電車と新生 JRと わが信州墓参の記 (森野ヂ薫)



く」R専 用道 はところどこ

ろ幅の広 いところがあ リバ

スのすれ違 いが行 なわれる

▼左 ‐カープはゅるいが道

幅は狭 い ガ ー ドレールの

低 い橋の上 はス リルがあ る

▼右 ‐一般道 との交差の少

ない阪本線 ではクルマの不

法侵入は まずム リ

R (も ちろん当初は国鉄)バスが専用道路 として使 っている

が,地 図上では城戸以南 も,約 2  k m先の宗サ1野の橋梁 まで

は,細 い道路の形で完成 した路盤が描かれていた。

その先のルー トは全 くわか らなかったが,新 幹線ならと

もか く,  在来線であるか らには途中に, (がつ くら′しること

は当然考えられた。宗野川の少 し南には,立 川渡 と呼ばれ

る小さな集落があ り,駅 をつ くるならここだろうと予想 し

た。その立川渡の標高は海抜約 250mで あった.
一方,計 画の終点阪本は猿谷夕

゛
ムの近 くにあって,約440

mの 標高があった。水面下に駅はつ く″しないか ら, こちら

の高さは動か しがたい.と すると,立 川渡―阪本間の直線

路離は約 5 5kmだ か ら,単 純な割算 をすると345%も の勾

配がつづ く計算になる。

35%ま での勾配は電車専用区問なら珍 しくないが,非 電

化区間ではあまり使われない.花 輪線(333%)な どの例 も

ないわけではないが, トンネルなどの技術が進んだ近年,

あえてそんな急、勾配 を必要 とするコー スを選ぶ とは考えに

くい.シ ロウ トっぱい発想なが ら,列 車の速度や牽引定数

を犠牲にす る代わ りに,建 設費を節約すると言 う考え方 も

できな くはないが,か つての鉄建公団がそんな設計 をした

であろうか。 また,立川渡―阪本間は地形か ら判断すると,

いずれにせ よ 5 km級の トンネルが必要だが, トンネルをく

の字形に掘って勾配 を緩和す る方法 も,あ まり聞かない。

いろいろ考 えたすえ私が くだ した結論は,「ループは必ず

ある!」であった。上越線の 2ヵ 所のループの標高差は465

m(湯 檜曽)と441m(松 川)だが,立 川渡―阪本間 も5 5km

の どこかで約52mの 高さをひね り出せは,勾 配は25%に 緩

和 される.同 じ規模のループ と,そ の前後のカープをそこ

へ挿入したとすれば, ピ ッタリではないか… 1

JRバ ス阪本線の乗場は,五 條の駅前 と言 うより,駅 舎

の中のようなところにあった。建物のわきへ張 り出した軒

下にバ ス 1台 がス ンポリと収 まっていて, 来客は雨にぬれ

ることな く乗換えができる。小 さなことだが,他 の駅に も

拡大 してほ しい, ' tの きいた方式であった。
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病院通い, といった感 じの老人がほ とんどの15～16人の

来客を乗せて五條駅 を発車 したバスは, 市街地 を抜け,吉

野川を渡った少 し先でその専用道へ入る。前に,「路盤は城

戸 まで完成 している」と書いたが,占野川の鉄橋だけはほ と

んど手がつけ られていないので,そ こまでは一般道路 を走

らなければならないのである.道 路のわきに小さな門扉が

あって,そ の中の両側 を雑草に挟まれたヒビ割れだらけの

舗装道路へ乗 り入れると, そこが J`R専 用道、であった。

路面が荒れていたのは入田部分だけで,築 堤上の本線(?)

に出ると, 狭いなが らも立派な道路になっていた。

廃 止になった路線に しろ,途 中で工事が中止になった路

線にしろ,鉄 道の用地はウナギの寝床で,ほ かに使い道が

ないと言われる.複 線ならともか く,単 線では道路に もな

らない。 しか しそんな中にあってこの阪本線は福島県の白

棚線 とならんで,鉄 道か らバ ス化のモデルケースとして注

目にイ直するといえるだろう。

JR専 用道 といって も違反車の侵入などには対策が必要

であるが,昔の廃止線 と違 って比較的新 しい阪本線の場合,

初めか ら踏切 をできるだけ避けるように設計 されているた

め,｀ウッカ リ入ると出られな くなる、メリットもある。す

れ違いエ リアをつ くりに くいなどの問題 もあるが,新 しい

路線は多くの点で有利である.安 全性や定時性の面で, も

っと発展 して もよさそ うな方式だ と思 うが, あとにつづ く

地域が現われないのは,並 行する一般道路が整備 されてい

るケー スが多いためであろうか。

カーーブ も勾酉己も鉄道用だか らリト常にゆる く, バスは切通

しや盛土の上 を坦々 と走ってゆ く.途 中か らは丹生川ぞい

の深い漢谷に入 り, 橋とトンネツレが多くなる。 大 型バ スに

はどちらもちょっと狭い感 じたが,他 の クルマに気 をつか

う必要 もな く,  コンクリー トの橋 を渡 るときなど新交通 シ

ステムのムー ドだ.い ちばん前の席に坐って見ていたら,

バスの直前をリスが横切 っていった。

五條か ら約3 0分で終点の城戸に着いた.小 さいなが ら何

軒かの温泉宿 もある,山 あいの静かな町だ。これでも西吉

野村の中心にあた り,近 くには立派な村役場 も立っている。

専用道はそのまま駐車場の中を横切 って,高 架橋で川を

渡 り,  トンネルの中に消えていた。ここを見るか ざり,  こ

の先 もバスを通すのに支障はなさそうに思えた。

10人ほどの客が どこかへ、,肖えてしまうと, り|1電
1しカザ司こ

えな くなる駅前( ? )に 突っ立って,  さてこれか らどうした

ものか… と考えていると,平 日でヒマそうな,前 の売店の

おばさんが話 しかけてきた。

「お客 さん,乗 鞍岳にでも登るんですか」

ナ ップザ ックを背負っている私 を見て,お ばさんはそう

言った。あまり高 くないが,乗 鞍岳 という山が,こ の少 し

奥にもあるのだ.
「いえ…,  じつはちょっと調べにきたんですが,こ の先の

工事はどのへんまで進んでいるのか,わ か りませんで しょ

うか ? J

ちょうどよい… と言っては失礼だが,私 はそのおばさん

にそう質問 してみた。



一度 も使われることな く雑草 に埋 もれゆ く トンネル こ れ も20世紀 日本の
｀
モニュメン ト、のひ とつレ

▲ 」Rバ ス阪本線の終点 ―城戸 山 間の小 さな温泉町はいい雰囲気

写真の左中央 -4番 目の トンネルの出

口は深 い森林の中に姿 をか くしていた

「工事 ?こ の鉄道の…!? そ うやねえ,

つ… 4つ やったかな。そのへんまででき

とっ くに中止になっとりますけど…」

ほん とうはいきな り「このへんにループ線あ りますか ?」

と言いたか ったのだが「なんですかそれ ?Jなんて聞 き返さ

れそうな気が したので,一 般的な工事の話などを尋ねるだ

けに しておいた。 しか ししば らく雑談す るうち,お さえき

れな くなって, さり気な くも思い切 って 「あの一, この近

くでループ線の工事 をしているって言 う話は,聞 いたこと

あ りませんか」とたずねてみた。
「ループ線 ?」

「あの,線 路がこうグルッと回って…」

私は指で,例のブタのシッポを描 きなが ら,そ う言った。
「ああ,そ んな清水 トンネルみたいな トンネルは,な いわ

よ―」

清水 トンネルを知 っているところをみると, このおばさ

んもまんざら鉄道に無関心なわけではなさそうに思えた.

その人にハ ッキ リと「ないわよ―Jと言われてしまったのだ。

正直の ところ落胆 した.予 想はやは り間違いだったのか。

しょせんはシロウ トの測量にす ぎなかったのか…

ちょっとヤケクソになった私は,思 いきって村役場へ と

足を運んだ.

「この先の五新鉄道の予定ルー トがわかる資料は,な んか

阪本 まで 5 kn以上 を貫通 しているといわれる トン  阪 本 までの トンネル真上か らループの山を見 る 左

ネル  し か しこれ もまた雑草の中で近寄れない   下 の橋脚 がなければなんの変哲 もない山にす ぎない

確 か ト ン ネ ル が 3  あ り ま せ ん か 」

とりまっせ。 も う  そ う言いなが ら,○ ○課,××課 を 3ヵ 所ほどたずねた。

鉄道の建設などすっか り忘れていたような表情ばか りが返

ってきた。「さあ,わ か りません」とあっさり言われるだけ

であつたが, 3ヵ 所目の部屋の職員は 「ここまでしかわか

りませんよJと言いなが ら,一枚の地図を見せて くれた。業

務用の村全体図で,や は リルー トは途中で切れていたが,

2万 5千 分の 1図 では宗川野の橋 までだったルー トが,城

戸か ら数 えて 4番 目の トンネルを抜け,立 川渡の近 くまで

伸びていた。駅の有無は ともか く,立 川渡 を線路が通 るの

は予想 どお りであった. もしかするとループ… ?と 思った

が,そ の場所でそれ以上聞いてみる気力は起 きなかった。

お もしろかったのは地図上に描かれた工事線で,す べて

完成 した営業線 を示す 白黒のハ タザオの線が使われていた。

村役場特注の村全体図だか らなのだろうか。

役所 を出ると, とにか く立川渡 まで行 ってみようと国道

168号線 を歩 くことに した。国道は道幅 も広 く,大型 トラッ

クや観光バスも目立った.京 阪神か ら十津川温泉を通って

新宮や那智勝浦に抜けるには,都 合のいいルー トとなって

いるようであった。想像 して も仕方のないことだが,こ こ

にハイデ ッカー タイプのグリーン車 を連結 した天王寺発 ・

紀伊勝浦ゆき(京都発のほ うがよいか…)ディーゼル特急を

走 らせ たら…なんて,つ い考えた くなる。



城戸か ら立 川渡 までの線路 はほ とん ど トンネルで,途 中

3ヵ 所の わずか な谷の部分 が,地 上 に出てい るだけであっ

た。勝手 に近 道 に利用 され,事 故や チ カンが発生 しては困

る と思 ってか, ト ンネルの人 口は厳重 な柵 で仕 切 られて い

たが,近 寄 る とヒンヤ リした空気が流れて くるのは,現 在

使 われてい る他 の トンネル と同 じであった.列 車の写真 も

今 までず いぶ ん撮 ってお り,危 ないけれ ど トンネルの入 口

にお そるお そ る近づ いて中 をの ぞいた こ ともあったが, こ

こに立 って い る とそ うした ときの こ と力ち思い出 され,今 に

も風圧 で両側 の樹 木が揺 れ始めヘ ッ ドライ トとデ ィーゼ ル

エ ンジン音 が 中か ら飛 び出 して きそ うな気が した.

城 戸か ら 3 kmも歩 いたであろ うか。鉄 道橋 としてはユ ニ

ー クなス タイルの宗 川橋梁 を過 ぎ,路 盤が 4番 目の トンネ

ルに入 る と,村 役場 の地 図の とお りその反対側 の出 口で,

それはブ ッツ リと跡切 れていた。 出 回は川の向 こ う側 の深

い森林 に埋 もれ ていて, よ く見 ない と見過 ご して しまいそ

うな場所 に あ り,近 寄 ってみ よ うと思 ったが樹木 と雑草 ば

か りで, と て も道 を探す こ とは出来 なか った.

その トンネルの出 日か ら延長線 の方 向に,な ん らか の工

事 の形跡 で もあれば… とも思 ったが, 100mほ ど先 はお寺

の裏 に体耕 田が あ るだけ で,建 設予定 を示す クイー本見 当

た らなか った。 この草 っ原や あの森が, も し世 の中が どこ

か で違 っていた ら線路 にな っていたのだ ろ うと思 うと,妙

な気分 であ った。逆 に今 あた り前 の よ うに列車 の走 って い

る ところ も, も とは こんな普通 の風景 だ ったのだ ろ う, と

も思 った。 自分 になんの関係 もない,本 来 どうで もよい こ

となのだ ろ うけれ ど,今 ここで こんな もの を見 てい る と,

つ いそん な こ とを考 えた くな る.

もうその ときは,半 分 あ きらめ の気持 ちに支配 され ては

いたのだが,立 川渡 の集落 を歩 いてい る と一 軒だけ商店が

あ り,そ こで ジュー ス を飲み なが ら,店 のおば さんに尋 ね

てみ た.

「工事 ?鉄 道の ですか ? そ れ な らもうとっ くに 中止 にな

っち ょ ります よJ

ハ イキ ングコー スで もないのに,ナ ップザ ックを背 負 っ

て現 われ た男 を怪 しむ よ うな表情 で,お ば さんは重 々 し く

口を開 いた。 それで もず っ と忘 れていた こ とを, しば ら く

』ヾ りに思 い出す よ うに,

「この少 し先 に, も う一つ トンネルが あ りまっせ 。 この坂

を15分 も登 ってイテけばJこえ ます ゥ. それは確 か もう10年 も

前に,阪 本 まで抜け ち ょ ります よォーJ

と語 った.

一瞬,ま さか lと思 った。 も うひ とつ トンネルが あ るだ け

で も意外だ ったのに,そ れが阪本 まで貫通 して いる とい う

のは,失 札 だが信 じられ なか った。 ど ち らか と言 えば女性

は こ うしたFn5題に疎 いか ら、 そ の ときは
｀
記′1意違 し、だ ろ う

と思 った.し か しルー プの有無 は ともか く,  トンネルが も

う一本 あ るのは確 か そ うだか ら,  もう少 し頑張 ってそれ を

見にゆ くこ とに した。

考 えてみれば鉄道の工事 は,海 底 トンネルの よ うに両端

か ら進め る必要 は な く,道 路 さえあれば 中間の何 力所 もの
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地点か ら同時に着工す ることができるのである。それがあ

まりにも見事にその先が跡切れていたので,つ い錯覚 して

しまった.

坂 というのιま, 国道 168号線の1日道だった。 舗 装 されて

はいるものの普通車のすれ違いもむずか しそうな道が｀
く、

の字形に蛇行 しなが ら,集 落西イ貝Jの山腹 を登っていた。地

7 Cのクルマに数台出会ったほかには通 るクルマ もない,静

かな道であった。

その道を10分も登った ときだったであろうか, 4番 目の

トンネルの出口か ら推理 して当然現在位置より下に見える

だろうと思っていた次の トンネルが,坂 を登ってきた自分

より高い,谷 を挟んだ反対側の山りLに見え始めたのだ。
「あったァー ロJ

その瞬問,人 気のない山の中で,声 を出していたような

気力■卜る。 ト ンネルが,ではない。やは リループ線がある!

と直感 したか らだ.

その ときにはすべて見当はついていたのだが,念 のため

に地図で確かめてみた。 4番 目の トンネル と,そ の トンネ

ルの[巨離は約 600m. し か し標高差は少な く見積 もって も

5 0 mは あった.そ こにス トレー トに線路 を敷いたのでは,

箱根登山鉄道 より急な8 3 %も の勾配になってしまう.ま た

カーブの連続で勾酉Jを緩禾日す るには, 2つ 0つトンネツレのイ立

置が近す ぎる。この 2つ の トンネルを接続す るには,ル ー

プ線 しか考えられない。

ループ線の形跡はないか ! ?と思いなが ′D ,足 早に坂道 を

登った.掘 りかけの トンネルか,ク イの一本で もあれば と

祈るような気持 ちであった.し か しその トンネルと,谷 を

挟んでやや カーブして向き合 った位置に,な にや ら橋脚 ら

しき物体がポツンと立っている以外には, なにもそれ らし

しヽものは発見できなかった. ループ トンネルに着手すると



▼城戸か ら阪本へ向か って伸 びる完成 し

た高架橋 と トンネル 右 の建物は村役場

レ鉄道用 としてはユニー クな形状

の宗川橋 梁 列車が走 っていた ら

好撮影地点 となった ことだろ う

この旧道が遮断されるため,バ イパスが開通するのを待 っ

て取 りかか る計画だったのではないか, と思われた.

坂道をさらに登 り,山 肌にポッカ リロを開けている トン

ネル入口へ、の道 を探 した。 し か し工事中止か ら長い年月の

間に トンネルはおびただしい雑草に覆われていて, ここで

もまたそこへ近寄 ることはできなかった。

やがて坂道はその トンネルの真上に出た。そこか らはル

ープ線がつ くられるはずだった山を見渡す ことができ,い

ま登ってきた道路 と例の橋脚 も見えた.ル ープ トンネルを

回 り終えた列車が, この谷を波って足 もとの トンネルヘ進

入す る姿 を想像することは,楽 しくもあ り悲 しくもあった。

地形か ら判断すると,こ のループは全体が トンネルの中

に入ってしまい,上 越線の湯檜曽のように上か ら下の線路

を眺めることはできなかったであろうが,全 国で 7番 目と

あれば,そ れな りに注 目される場所 となったのは間違いな

かった。 目 の前のただの山を見ていると,数 奇な運命でス

ターにな りそこねた ドサ回 りの悲哀が 漂っているような気

が した。

「このへんにループ線の計画があったのを,御 存知ないで

すか ?J

先ほどの店 までもどると, またそこのおばさんに,今 度

はス トレー トにそ う尋ねてみた.
「ループ線 ?」

「あの一,線 路が こうグル ッと回って…」
「ああ,そ う言えば,ル ー ト線がそこらで回っとるとか,

言 うとったなァーJ

全国に 6ヵ 所 しかな く,完 成すれば 7番 目になるものが

目とハナの先につ くられようとしていたのだか ら, もう少

し関心 を持 ってよ!と言いた くなるような返事だったが,マ

ニアででもなければそれ も無理か らぬことなのか もしれな

▲地元の人の話 ではこの付近 に

駅がつ くられ る計画だつた とか

く左 =阪 本 までの トンネルに向

き合 うナゾの橋脚 右 回 りでル
ープを登 って きた列車はこの谷

を渡って最後の トンネルに進入

す るはずだった ?

く右 =ル ー プ線の想像図 写 真

の撮影地点は阪本 までの トンネ

ルの入 口の真上

い.そ れに鉄道の工事 自体,こ の付近の八々に とっては遠

い昔の出来事にな りつつあるのだろう.
「ここにちょうど飯場があ りましてなァ… 『ォバチャー ン

いっぺん トロ(トロッコ)に乗ってみんかい』言 うんで,乗 し

てもろうて,阪 本 まで行 ったことあ りますゥ」

いろいろ話 しているうちに,お ばさんの国からそんな言

葉が もれた.先 ほどは信 じられないと思ったが, このおば

さんが トロッコで阪本 まで行った と言 うか らには,そ の 5

km以上の トンネルが貫通 しているのは,や は り事実 らしか

った。それに トンネルエ事現場では 「山の神のたた りがあ

る」と言って,未完成の トンネルに女性が立 ち入るのを嫌 う。

ということは,城 戸―阪本間はこのループ線の前後 を除

いて,路 盤はほぼ 8割 方が完成 していたことになるのでは

ないか.
「そんなにできあがっているのなら,そ の うち列車が走る

ん じゃないんですか ?J

そんなことは絶対あ りえないと思っているクセに大 まし

めな顔 をして,私 はおばさんに尋ねた。われなが らちょっ

とイヤな性格だ と思った.
「さあ…・ジェーアール,赤字やか らねン」

おばさんは短 くそう答えただけで,全 く表情 を変えるこ

とはなかった. もうなんの興味 もないような顔であった.

店の前でまた缶ジュースを飲みなが ら,も う一度
｀
幻のル

ーフ
゜
線、の山に 目をや った。ここか ら見えるそれは,狭い谷

の両佃りにつ らなった新緑の山なみの一部でしかなかった。

ループ線に特男Uなイ直打ちがあるわけではないし,今 どき

そんなこと考えているほ うが普通 じゃないのかもしれない.

しか し私にはここの村人が,掘 り出されそこなった裏 山の

宝に全 く気づかないまま暮 らしているような気が して, な

にかじれったさを感 じずにはいられなかった。


